
JIS A-5705：1998に準拠　試料を試験温度で設定し
た恒温処理槽内で1時間状態調節を行い、処理槽
より取り出し後直ちに試料の寸法を1/100mmノギス
で測定し、室温に対する寸法変化率を測定した。任
意の方向をたて・よこ方向とした。

JIS A-718：1994に準拠　試料の中心部を直径100mmの圧縮板で圧縮速度10mm/minで圧縮し、最大圧縮応力を
測定した。

※備考　室温：23℃　試験機容量：ロードセル式　2.5N,100kN

◎ 圧 縮 試 験 最大圧縮応力 24.1kN

◎ 落 球 衝 撃 試 験 割れ・破損の有無

寸法変化率：たて方向

割れ・破損を認める+60℃

試験温度

+60℃

+30℃

-10℃

寸法変化率：よこ方向

+0.09％

+0.02％

-10℃

割れ・破損を認める+30℃

-0.07％

-0.16％

-0.08％

-0.18％-30℃

試験温度

なす1型(質量1kg)　1.5mの高さからの落下による破損状況

JIS K-7125：1999に準拠　23±2℃、50±20％RHに24時間状態調整したダンボール（市販品）を滑り片に貼
付け、摩擦試験（乾式）を行った。
試験速度：100mm/min　接触力：約1.96N　相手材：トランクチェッカー　滑り片形状：63mm角

ＪＩＳ Ｋ-7211：1976に準拠　試料を試験温度に設定した恒温処理槽内で1
時間状態調節を行い、処理槽より取り出し後直ちに測定した。

+0.12％

+0.02％

-30℃ 割れ・破損を認める

割れ・破損を認める+20℃

割れ・破損を認める

異状なし

マシン油＃46 +1.4％ 異状なし JIS A-7114：2001に準拠　23±2℃×168時間

◎ 153℃ JIS K-7206：1999に準拠　A50法ビカット軟化温度

10％アンモニア水 +0.4％ 異状なし

◎ 摩 擦 試 験

ビカット軟化温度

10％塩酸

動摩擦係数 0.34

+0.4％

約4.7kg/㎡

浸漬液 重量変化率 外観変化

材 質

重 量

◎

◎ 加 熱 寸 法 変 化

防炎試験登録番号

上記の通り規格及び性能を有する事を証明します。但し、記載データは測定値であり、保証値ではありません。

再生特殊ポリプロピレン

EO060060

◎

◎ 耐 薬 品 性

規 格

カ ラ ー◎

◎

◎

製 品 名 トランクチェッカー◇

300ｘ300ｘ高さ24mm

ベージュ


